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の公共エ リアにおいては､ホッ トスポッ トと呼ばれる無線IJANサー
ビスが開始されてお り､インターーネヅトは苗E.tlJ-;･.場所pLTtのJ:T5,:jHことと_'ま
らず､移動先やあるいは移動中でも利用できる無線システム-の期待





ワイヤレスプロ--ドバン ド環境を提供する有力な手段 として､ア ドホ
ックなP2Pルーーティング技術を利用 した無線システムが昨年暮れ､
米国に登場 し､fi拾休などで トライアルが開始されている0
本論文では､第 :_回 Ill論文発表セミナー (*3)で相IE-した "新規
ビジネス開拓におけるビジネス･t_-;/ルaj検討"の経験 をふまえ､日本
においてJ_0)r-/ドホッJP2P無線網｣ をパブリック ･セフティ分












するた机､ 2()00年 3月に創業されたo 資本金は､約 48億円o
HeshhTet.Works社uj技術は､T)^ ■RPA*のためにITTによって開発








ユ型のネッ トワー クである｡ 端末は､ 自分の通信の他に他人の通信を
中継する機能を持つため､基地局等のイ ンフラを必要 とせず､マル チ




①6Mbpsバース トレー ト (21･Ibps/ユーザ程度)




⑥ネ ット7-クのヨ己形成､ 自己修復､最適化 (幅榛回避)機能
⑦その他､QoS､耐混信性など





WR : ワイヤレスルー タ























3 米国におけるパブリック ･セ ノテ ィ分野への適用の動向
2001年9月11日U)世界貿易セ ンターのテロにおいて多 くの消




























































早 く成果が現れるものを期待 している｡ (C社)"と新規ビジネスに対







(A社)"とし､ア トホッ'jP2P無線網自体の販売よりも トー タルビ
ジネスに期待を寄せているoC社の場合には､"無線技術者に恵まれて
いるから､無線分野でビジネスのネタを探そう｡ 技術面で憧れた製品
を手がけたいO 技術を売 り物にしていこう"としてお り､社内資源の
僅甘性を背景として新規ビジネスの柱 となるような技術の優れた製品
















































































るためのネソトノー-夕を提 供するとい う 全 休構想に貢献する" と事業
の定義づけを'U.ているO そして定義が 考 慮 すべ き要素をあげ.､全体構
想やt"f騨紋などとの整合性を与tU'(い る O
今回のように3孔のバー トナ リングで事業を進めていこうとする場
















法:嘗筋 -職 場 曾網目 自書㌔ 索能怠凱 糾 シ捌方法論による事寮定義踊 横臥








た伝送速度も今後かな り高くなっている様子がわかるC そこで､ア ド
ホ ヅクP2P無線網 としては､他の製品に対 して優位な
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